
 

★４年生 くわいの下処理体験★ 

 

 １２月１２日(金)に４年生がくわいの下処理体験を行いました。 

 

<下処理体験> 

給食で提供する１５ｋｇのくわいの下処理を、４年生 

約１４０名で行いました。給食で使用するため、体験を 

行うときは給食着に着替え、手洗いをしました。 

下処理の方法を教わった後、色や形、においなどを観察しながら行いました。担任の

先生から「めでたいとされる“芽”を折らないように」との説明を受け、児童は丁寧に

下処理をしている様子が見られました。この日は、埼玉県産の「青くわい」を使用しま

した。 

 

説明資料の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

約２０分でくわいの下処理を終えました。 

児童は下処理体験がとても楽しかったよう 

です。「またやりたい」、「もっとむきたかっ 

た」、「早く給食で食べたい」、「ぼくたちの 

くわいをおいしく調理してください」など 

の声が上がりました。 

 

 

〈調理の様子〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈給食時間の様子〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

くわいは一人２～３個の配膳でした。４年生のクラスをまわると、どのクラスでも大

人気で、おかわりのじゃんけん大会が開催されていました。 

食べた感想を聞くと、「おいしかった」、「じゃが芋みたいな食感だった」、「不思議な

食感だった」、「下処理のときはくさかったけれど、調理後はよいにおいになった」など

の感想が上がりました。 

 

＊献立＊ 

そぼろご飯 

牛乳 

くわいの海苔塩揚げ 

切干大根のみそ汁 

みかん 

➂塩と青のりで味付けをします。 ➀流水でよく洗います。 ➁油で揚げます。 



 

 

 

〈ワークシート〉 

体験後に児童が書いたワークシートをいくつか紹介します。下処理体験の感想を書い

た児童や、自分たちで下処理をしたくわいが給食で提供される期待感を書いた児童、全

校分の給食を作ることの大変さを感じ、調理員さんへの感謝の気持ちを書いた児童な

どがいました。体験時や給食を食べている時の表情からも４年生が楽しんで体験をし

ていることが伝わってきましたが、感想からも充実した体験となったことがよく分か

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


